
令和６年度デジタル田園都市国家構想交付金の具体的使途・実施体制
区分 交付対象事業の名称 概要 交付対象事業経費 交付金 事業内容（設備・備品） 事業費 （予定）支出方法 （予定）支援対象者 （予定）事業推進主体 （予定）委託先

①共助型地域交通物流システム(自動運転レベル４・Autoﾄﾞﾛｰﾝ物流・量子コン
ピュータAIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ等) 
・自動運転システム実証経費（レベル３、レベル４、冬季実証含む） 20,000千
円
・すいすい村内移動移送サービス実証費（量子コンピュータ最適化） 11,950千
円
・AI配車システムテスト費用 8,000千円
・ロボット配車実証運行費用 15,000千円

54,950千円 補助 更別村民全員
Social knowledge Bank合
同会社

(株)長大

②国際競争拠点を形成する新たな農村エコシステムの構築（新たな酪農ロボティ
クス経営システムの構築、農村インフラと衛星通信との融合による強靭化）
・ISOBUS開発機器の実証 70,000千円

70,000千円 補助 更別村民全員
Social knowledge Bank合
同会社

NECソリューショ
ンイノベータ(株)
ヤンマーアグリ
ジャパン(株)
エゾウィン(株)
(一)ALFAE 他

③ブロックチェーンを活用した分散ストレージシステム
分散ストレージ開発実証 25,000千円

25,000千円 補助 更別村民全員
Social knowledge Bank合
同会社

NONENTROPY 
JAPAN(株)

④通信基盤のﾒｯｼｭ化(衛星ｽﾀｰﾘﾝｸ)及びセキュア通信(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ物理ﾚｲﾔ制御ﾌﾟﾛﾄｺﾙ)
・基準局インフラ開発費用3,000千円
・衛星通信使用料1,200千円

4,200千円 補助 更別村民全員
Social knowledge Bank合
同会社

KDDI(株)
京セラ(株)

①多世代へのコミュニティナースの普及：調査啓発、計画準備
＜コミュニティナース普及定着活動委託費＞ 
・日々の暮らしにおける課題やニーズの確認 4,320千円
・コミュニティナース関心層の発掘 8,640千円
・社会福祉協議会のコミュニティ構築連携事業 2,160千円
・プロジェクト管理費 4,464千円
・車両費（3名分）等現地活動経費 3,000千円
・一般管理費 2,924千円

25,508千円 補助 更別村民全員 株式会社 ＣＮＣ

株式会社まめーず 
/ 合同会社喜代七 
/ 古林ローカルデ
ザイン事務所

②多世代交流事業：企画検討・実証
＜多世代交流事業委託費＞
・村民への課題やニーズ等のヒアリング、企画検討 5,400千円
・多世代交流のイベント、講座、ワークショップ等の開催諸経費（6回/年） 180
千円

5,580千円 補助 更別村民全員 株式会社 ＣＮＣ

株式会社まめーず 
/ 合同会社喜代七 
/ 古林ローカルデ
ザイン事務所

③他地域からの研修受け入れによる関係人口の増加
＜関係人口の増加事業委託費＞
・インターン生の受け入れ対応費 720千円
・北海道外での外部講演の実施 360千円

1,080千円 補助 更別村民全員 株式会社 ＣＮＣ

株式会社まめーず 
/ 合同会社喜代七 
/ 古林ローカルデ
ザイン事務所

単独 持続可能な農村エコシステム構築事業

・共助型地域交通物流システムの導入(自動運転レベル４・Autoﾄﾞﾛｰﾝ物
流・量子コンピュータAIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ等)
・国際競争拠点を形成する新たな農村エコシステムの構築（新たな酪農ロ
ボティクス経営システムの構築、農村インフラと衛星通信との融合による
強靭化）
・ブロックチェーンを活用した分散ストレージシステムの開発（交通デー
タ、交通利用データの蓄積）
・通信基盤のﾒｯｼｭ化(衛星ｽﾀｰﾘﾝｸ)及びセキュア通信(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ物理ﾚｲﾔ制御ﾌﾟ
ﾛﾄｺﾙ)の導入

154,150千円 77,075千円

単独
更別村スーパービレッジ構想におけるコ
ミュニティナースとともにつくる地方創

生

・多世代へのコミュニティナースの普及
・多世代交流事業の確立
・他地域からの研修受け入れによる関係人口の増加

32,168千円 16,084千円


